
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省 国土技術政策総合研究所（国総研）は、地域の歴史や文化を活かしたまちづ

くりを支援するため、歴史まちづくり法(※)に基づく全国の認定都市と協力し、各地での取

り組みを紹介する「歴史まちづくり情報サイト」をホームページに開設しました。 

 

このサイトでは、認定都市毎に検索できるほか、様々な情報検索機能も備えており、歴史

的風致、文化財等の建造物、屋外広告物条例等の制度や補助金等の活用状況など、必要に応

じた項目毎に、横断的に検索することができます。 

 

これから歴史的・文化的な地域資源を活かしたまちづくりを目指す地域にとって、全国の

認定都市が取り組んできた「歴史まちづくり」に関する知見は、貴重な情報源であり、この

サイトの活用によって、地域の魅力向上、観光振興の一助となることが期待されます。 

 

※「歴史まちづくり法」（地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律）は、地域

における歴史的風致の維持及び向上を図るため、平成 20 年に制定されました。法律に基づ

く認定を受けた 49 の市町（平成 27 年 6 月現在）では、法律上の特例措置や各種事業を

活用しながら、地域固有の歴史や伝統を反映した人々の暮らしと、歴史的価値の高い建造物、

及びその周辺環境を活かした「歴史まちづくり」を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｖｏｌ．２３４ 
（H27.7.30） 

北海道開発局都市住宅課 
まちづくり相談窓口 
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○ 国総研 HPに「歴史まちづくり情報サイト」が開設 
○ 遊休不動産を再生してエリア価値の向上を 
○ 日本造園学会北海道支部大会の開催 
○ 羊蹄山麓の魅力ある景観を全国に発信 
 ままちちづづくくりりにに関関ししてて紹紹介介ししたたいい地地域域のの取取組組、、配配信信アアドドレレススのの変変更更等等ににつついいててはは、、  

ままちちづづくくりり相相談談窓窓口口((メメーールルははここちちらら))ままでで  
※配信希望は随時受け付けております。 

各項目の○を 

クリックすると 

各項目見出しに 

ジャンプします 

国総研 HP に「歴史まちづくり情報サイト」が開設 
～歴史まちづくりのアイディアやノウハウを共有～ 

 

http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/rekimachidb/index.html
mailto:machidukuri@hkd.mlit.go.jp
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 国土交通省は、今年６月、「遊休不動産再生を活用したエリア価値向上手法に関するガイ

ドライン～リノベーション・エリアマネジメントのすすめ～（案）」を公表しました。 
 

我が国の特に地方都市においては、人口減少、少子高齢化が進展する人口構造の変化、イ

ンターネット普及による産業構造等の変化により、商店街や中心市街地の活力低下によって、

老朽ビル、空き家等の遊休不動産が増加しています。 

さらには、民間不動産だけではなく、学校の統廃合等によって、公的遊休不動産も多く存

在し、これらの有効活用が大きな課題となっています。 
 

このガイドライン（案）は、これらの課題を抱えた地方公共団体が、地域の良好な環境や

価値を維持・向上させるため、どのように遊休不動産の所有者・地権者、地域住民、民間事

業者と協力しながら、遊休不動産を「リノベーション」（再生）し、エリアとしてマネジメ

ントしていくべきか、先進事例をもとに地方自治体の役割や留意点等を紹介しています。 
 

今後、地方公共団体等の意見をいただきながら、ガイドラインとして取りまとめていく予

定です。（詳細は、国土交通省 HP を参照） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊休不動産を再生してエリア価値の向上を 
～リノベーション・エリアマネジメントのすすめ～ガイドライン（案）の公表 
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http://tochi.mlit.go.jp/jitumu-jirei/areamanagement-guideline
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公益社団法人 日本造園学会北海道支部は、10 月３日（土）・４日（日）の日程で「日本

造園学会北海道支部大会」を開催します。 

 

 初日は、北海道大学学術交流会館で「研究事例報告会・支部総会・シンポジウム」を開催。

研究事例報告会では、「口頭発表」と作成したポスターを掲示する「ポスター発表」の２部

門が行われる他、「公園再生を考える(仮)」と題したシンポジウムなどが予定されています。 

また、「口頭発表」と「ポスター発表」の発表者も併せて募集しています。ポスター発表

については 300 字の要旨のみで発表可能。応募対象は、学会員だけではなく、誰でも応募

ができます。学生の発表に対しては、各部門の優秀者に表彰を行います。 

  

二日目は、「北の造園遺産」候補地の視察として、伊達市内にある「迎賓館」や「旧三戸

部家住宅」などの現地見学会を実施します。 

「北の造園遺産」とは、将来に継承していきたい風景や庭園、街路樹、造園技術などを広

く一般から「ランドスケープ遺産」として募集したもののうち、道内に現存する特に優れた

遺産について、日本造園学会北海道支部が認定するものです。 

 なお、今年の「北の造園遺産」第６次認定遺産は、日本造園学会北海道支部 HP で公開さ

れています。 

 

10/3（土）研究事例報告会・支部総会・シンポジウム 

場所：北海道大学学術交流会館（札幌市北区北８条西５丁目） 9 時 15 分受付開始 

9：30-12：10 研究・事例口頭発表 

13：00-14：00 研究・事例ポスター発表 

14：00-14：30 北海道支部総会 

14：30-16：30 シンポジウム「公園再生を考える」 

パネリスト：森田義寿氏（札幌市公園緑化協会事業課担当課長） 

北原良紀氏（札幌市環境局みどりの推進部長） 

眞鍋章良氏（眞鍋ランドスケープ計画室、あい造園設計事務所 顧問） 

コーディネーター：大塚英典氏（日本造園学会北海道支部長） 

※終了後、懇親会あり 

※参加費：一般 2,000 円（学生無料）、懇親会 4,000 円（学生 2,000 円） 

 

【口頭発表】                 【ポスター発表】 

エントリー締切：８月７日（金）        要旨の締切：8 月 2８日（金） 

要旨の締切：8 月 2８日（金）         ポスター作成締切：当日 

 

 

10/4（日）見学会「北の造園遺産 候補地の視察」 

 場所：伊達市方面（迎賓館、伊達市開拓記念館、旧三戸部家住宅ほか） 

 ※ 参加費：500 円（施設入場料含む） 

 

「日本造園学会北海道支部大会」のお申込み・お問い合わせ先等の詳細は、日本造園学会北

海道支部 HP をご覧ください。 

 

日本造園学会北海道支部大会の開催 
～参加者・発表者募集中～ 

 

※ 総会以外の各プログラムは造園ＣＰＤ（継続教育）の認定プログラムとなっています。 

※ 多くの皆さんの参加をお待ちしております。 
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http://www.jila-hokkaido.com/?page_id=13
http://www.jila-hokkaido.com/?page_id=96
http://www.jila-hokkaido.com/?page_id=96
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 北海道庁と羊蹄山麓７町村で構成する「羊蹄山麓広域景観づくり推進協議会」は、羊蹄山

麓の山並、水辺、田園、街並、暮らしが織りなす景観を、全道・全国の方々へ送り届けるた

めの「絵手紙」を募集しています。 

 

 この取り組みは、「羊蹄山麓広域景観づくり推進協議会」が、町村の境界を越えて景観を

守り、創り、整えていこうと、結成されてから１０周年を記念して、北海道後志総合振興局

とともに企画されたもの。 

入賞作品は、羊蹄山麓の魅力ある良好な景観を全国各地に発信するため、北海道後志総合

振興局ＨＰに掲載されるほか、羊蹄山麓の PR のために使用されます。 

 

 募集する作品は、羊蹄山麓の魅力を手書きの絵と言葉で描いたもので、テーマは「私が見

つけた羊蹄」。既に発表されたものや版画や CG で作成したものは不可としています。 

 応募は、羊蹄山麓にお住まいの方に限らず、どなたでも可能。締め切りは平成 27 年１２

月１０日（木）まで、入賞発表は平成２８年１月を予定しています。 

 

※詳細は、北海道後志総合振興局ＨＰをご覧ください。 

羊蹄山麓の魅力ある景観を全国に発信 
～ぐるっと羊蹄 絵手紙コンテストの募集～ 
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http://www.shiribeshi.pref.hokkaido.lg.jp/kk/okk/ksd/yoy.htm

